
子どもから一瞬たりとも目を離さないことは、現実的ではない。建物からの転落事故が発生するリスクを減らす環境づくりを、子どもの見守りと併せて実施する。

子どもの転落防止対策 最終とりまとめ 概要版

(1) 令和５年度中着手の防止策（今後予定を含む）

市民等への情報提供・
注意喚起（関係局）

・啓発動画の作成、保健センター
等での啓発動画のＰＲ・放映等

子どものいる世帯への
補助錠の配付等による
啓発
（住宅都市局）
＜９月補正予算＞

・補助錠を提供するとともに、
リーフレットの送付やアンケー
ト実施等による啓発を行う

・０～６歳未満の子どもがいる世
帯を対象に実施

子どもが利用する施設
等の追加対策検討
（子ども青少年局・
教育委員会事務局）

・所管施設等へ追加で対策が必要
な箇所数等の報告を依頼

・報告を踏まえて、必要な転落防
止対策を検討

(2) 引き続き検討する防止策

３ 子どもの転落防止対策 最終とりまとめ

・ 子どもの特性や発達という視点をベ
ースに、ハード・ソフト一体の検討を。

・ 補助錠の配付は啓発とセットでやる
べき。効果検証など継続的な取組を。

・ ニューヨークの転落防止柵の取組は、
そのまま応用できない。火災時の救助
等の問題も含めた総合的な視点が重要。

・ 子どもが利用する施設の調査・対策
はしっかり取り組んでほしい。それに
加えて、学校での安全教育も大事。

・ 名古屋市の場合は、戸建て住宅の割
合が大きいので、それらの対策も必要。

１ 懇談会での主な意見

〇建物からの転落事故が発生するリスクを減らす環境づくり

・子どもが勝手に窓を開けたり、ベランダに出たりしないように、窓には補助錠を付ける。
・窓やベランダの手すり付近に、足場になるようなものを置かない。
・窓、網戸、ベランダの手すり等に劣化がないか、定期的に点検する。

建物本来の機能を維持しつつ、建物の使い方をコントロールする補助錠の設置等を進める

２ 関係者ヒアリングでの主な意見

子どもの安全対策に取り組むNPO法人

・ とりあえず補助錠を配付するという
取組みの方向性は有効だと思う。

・ 手すりに足掛かりや隙間があったり
する等、危険個所のパターンを啓発し
ながら手すり改修を助成できるといい。

子どもの安全対策に詳しい小児科医

・ 子どもが踏台を持ち出してしまうと
手すりの高さが何センチあっても同じ。

・ 補助錠の配付は、
理解を得られやすい
のでは。

・ ただ、転落防止の
対策は、デフォルト
で窓に付いている方
が良い。

建築関係団体

・ 窓の全面に転落防止柵を設置すると、
消防士の進入を妨げるため付けられない。

自殺予防学を専門とする学識者

・ 転落防止に関する市民や建物管理者へ
の注意喚起は、自殺防止にも有効。

３階以上には非常用進入口が必要

市民等への情報提供・注意喚起
（スポーツ市民局・子ども青少年局）

・市民に対する子どもの転落防止対策に関する周知・啓発を引き続き実施
・子どものいる世帯への補助錠の配付等による啓発の趣旨を踏まえ、既存事
業を活用し、子育て世帯へ自身で選択した事故防止グッズを配布すること
で、子どもの事故防止全般に対する意識を高めるための啓発を実施

子どものいる世帯の住宅改修等への助
成（住宅都市局）

・子育て世帯等が自ら居住する住宅の安全性向上を図ることを目的として実
施する住宅改修等に対して、その費用の一部を助成

子どもが利用する施設等への対応
（子ども青少年局・教育委員会事務局）

・局所管施設等について、子どもが利用する施設等の追加対策検討を踏まえ、
それぞれ必要な転落防止対策を実施（民間施設への補助を含む）

建物の設計者・管理者への防止策の周
知（住宅都市局・健康福祉局）

・子どもがいる世帯が住宅を建てる際等に、転落防止対策について設計者が
助言等ができるように、建物設計者の団体等を通じて普及・啓発

・転落につながるリスクが高い場所について、アクセスしにくい状況にする
よう、建物設計者・管理者の団体等を通じて周知・啓発

建物からの子どもの転落防止策の推進
に関する基本的な考え方や関係者の役
割等を定める条例の検討（関係局）

・転落事故防止について様々な対策が確立するとともに、その対策に社会全
体で取り組むことについて市民の理解が得られた段階で制定を検討

〇子どもの見守り

・小さな子どもだけを建物内に残して外出しないようにする。
・窓を開けた部屋やベランダでは小さな子どもだけで遊ばせないようにする。
・窓枠や出窓に座って遊んだり、窓や網戸に寄りかかったりさせないようにする。

「昨日は出来なかったことが、今日は出来るようになることもある」という意識を持って見守る


